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別府市公共交通活性化協議会 議事録 
 

日 時：平成 28 年 9 月 2日（金） 15 時～16 時 30 分 

会 場：別府市役所 5階大会議室           

 
 （事務局説明） 
  ・委員 19 名のうち、3名欠席、2名代理出席により、設置規約第 7条第 2項の規定を満たしてい 

るため、会議の設立を報告。 

 

1 報  告 

（1）第 2回協議会の議決事項について 
（事務局説明）省略 
（質 疑 応 答）なし 

 
（2）別府市地域公共交通再編実施計画策定調査業務及び別府市地域公共交通網形成計画推進事業 

委託業務委託業者の決定について 
（事務局説明）省略 
（質 疑 応 答）なし 

 

2 議  題 

（1） 別府市地域公共交通再編実施計画策定調査業務及び別府市地域公共交通網形成計画推進事業 
委託業務の内容について 

（事務局説明） 

 

【再編実施計画作成における注意点】 

委員① ：再編実施計画の策定については活性化協議会に諮るものではなく、具体的なダイヤ調整や

運賃等の策定を行う場合には、別府市が個々の事業者と個別に協議しなければ、独占禁止

法に抵触することがあるので注意が必要である。 

事務局 ：再編実施計画については諮ることができない事情があることをご理解いただきたい。網形

成計画推進事業における公共交通マップ・総合時刻表については、皆様に諮りながらより

良いものを作っていきたいと考えている。 

委員② ：再編実施計画については、協議会の承認事項ではないとすると、皆が一緒になって最善の

交通体系を作ってみようと思っているなかで、何のためにこの会議があるのか疑問に感じ

る。 

副会長 ：手続き上の問題で、ここで談合のようなことをしてはいけないという主旨であり、交通体

系をどうするかについての意思決定はここですべきであろう。 

会長  ：議論の方法としては自由に意見を出していただき議論しながらその先に再編実施計画があ

るという理解かと考えている。 

委員④ ：ここでの議論は別府市民の中で本当に困っている人たちが、どうやって公共交通を利用し

生活していけるのかを考える必要があるのではないか。 

会長  ：貴重な意見である。原点に戻って、市民の公共交通について議論していく必要がある。 
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【大分県の計画について】 

委員⑥ ：県としても再編実施計画に取り組んでいる。 

現在大分県では、２つの圏域での計画を進めている。１つは北部圏、もう１つは豊肥圏の

2つの圏域において再編実施計画を策定し、今年の 10 月 1 日からの再編に向けて国に対し

て認定申請をしている状況である。今後は申請している2つのエリアを順次拡大していき、

圏域ごとに広域の地域公共交通網の形成、及び再編実施計画を策定していくように計画を

している。 

別府地域において、広域の再編実施計画の策定を行う時は、今回策定される市の計画の内

容を踏まえて策定することになると考えている。 

副会長 ：県としては、北部圏、豊肥圏を進めてという話であるが、別府市としては、それを待つ必

要はないと考えている。単独の市で再編の認定を受けているところもあるので、もう少し

スピード感を持ってやっていった方が良いと思っている。 

 

【再編実施計画と行動計画（アクションプラン）の違いについて】 

委員⑦ ：再編実施計画とアクションプランの違いについて、説明いただきたい。再編実施計画につ

いては、国の認定を受けることで、補助要件の緩和がある一方で、計画通りにやらなけれ

ば国から是正勧告を受けるなどの拘束力がある制度になっている。 

事務局 ：まずは行動計画であり、この会議の中で、別府市の路線・ダイヤについてどういったニー

ズがあるのかを色々な方のご意見を聞きながら、行動計画を作り、それを基に再編実施計

画に変身させるというようにご理解いただきたい。 

副会長 ：補助金をもらうことを前提に議論するのではなく、どういうルートを引いていきたいか、

サービスをどれくらいにしたら良いか等を議論していき、最終的に補助金をもらえると御

の字だ、というつもりでやっていくのが良いのではないか。 

委員⑦ ：再編実施計画に対する国庫補助については、今年度、最終的に行動計画の策定となった場

合、どのようになるのか。 

委員① ：国の補助金を使用していることから、年後末までに再編実施計画の素案を作っていただき、

成果物として提出していただかなければならない。行動計画より再編実施計画を策定して

いただきたい。ただし、最終的に行動計画の策定となった場合、補助金を返還する必要は

ないが、理由を整理していただいて前もって支局の方に相談いただきたい。 

 

【別府市地域公共交通再編実施計画策定調査業務、網形成計画推進事業業務委託に関する業務について】 

（事務局・受託業者説明） 

事務局 ：マップについては日・英の 2言語表記を予定している。観光客用の乗継時刻表については

日本語・英語の 2言語を平日、土曜・日曜日用を個別に作ることを考えている。 

委員② ：別府市の特性として観光を如何にして取り込んでいくのかということで、バス会社やタク

シー会社が一体になってやるべきということで、マップ等を作ることは大変良い。 

 

（協議結果）原案のとおり可決する。 

 

（16:30終了） 


